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Asia’s Emerging States toward Upgrading : Opportunities and Challenges
アジア新興国の高付加価値化をめぐる現代的課題

本年度は、複数年かけて行う本研究の2年目であった。１）国際会議、学会・研究会などをとおして、関連分野とくに若手
研究者の発掘また内外のネットワーク構築の拡充、２）今後の具体的な課題として、より政治・社会的分析に注力する必要
性があることに行きついた。具体的な成果は以下の通りである。
（１）人材発掘およびネットワーク構築の拡充：　代表者は、昨年度につづき天然資源型産業の発展可能性に焦点をあて
つつ、より政治的・社会的条件について研究を進めるとともに、国内外の学会、会議において報告する一方、参加者との
意見交換を進め、人材発掘および当該分野のネットワークづくりを活発に行った。共同研究者は、個々の専門分野、例え
ば、高付加価値化、中国の経済戦略と新興国、国際関係の視座から本研究の課題に新たな視座から取り組んだ。一方
で、国際会議やワークショップに参加し、人材発掘（とくに若手研究者）およびネットワーク構築を拡充させた。その結果の
一部として、2019年11月29-30日GRIPSにおいて、国内外からの若手研究者の招聘および国内の研究者と、東南アジア
新興国の政治と経済の相互作用を考えた国際ワークショップを開催した。
（２）分析視座の再検討：　諸活動をとおして、本課題に応えるための新たな視座として、より政治・社会的分析に注力する
必要性が明らかになった。上記の目的で示した研究課題では、新興国の発展の特質と持続的経済成長のためにこれから
必要な技術力を新興国が獲得する上で直面する問題を問うている。研究チームは、とくに経済発展のメカニズムと歴史、
および経済発展と政治体制との関係について成果をあげてきたが、政治的・社会的側面についての分析が不十分である
こと、この部分の解明が課題に応えるために不可欠であることが共通認識された。

本研究は、独自な領域を確立しつつある「新興国研究」に寄与することを最終目標として、アジア新興国を対象に、1）成
長著しい新興国のこれまでの発展にはどのような特色があるのか、2）持続的経済成長のためにこれから必要な技術力を
新興国が獲得する上で直面する課題は何か、という問いを研究課題として設定している。とくに、中国の台頭と東南アジア
新興国への投資、グローバル経済の変動という外的要因に対して、各国官民は経済停滞から脱却すべくどのような高付
加価値化の対応を行っているのか、企業や労働の技術能力向上の政治・社会的条件を考察する。

(全ての項目含め、1頁以内で記述してください。)
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